
 

 

令和３年８月 11日 

東京都十一市競輪事業組合 

立川市公営競技事業部 

 

競輪場におけるギャンブル依存症対策 

 

 

１ 競輪の概要について 

 （１）目的 

①自転車その他の機械工業の振興 ②体育、社会福祉など公益の増進 ③地方

財政の健全化 

・自転車競技法に定められている 

②一般会計への繰出し（立川市） 

 ・合計約 1,330 億円 

 

 （２）歴史 

   ・昭和２３年 小倉競輪場で創始 

   ・立川競輪場は昭和２６年１０月に全国で５９番目に開設 

   ・現在全国で 43場 

 

２ 競輪を取巻く状況 

 （１）売上額 

    ・全  国 平成３年度   １兆 9,553億円（ピーク） 

          令和２年度     7,500 億円（前年比 113.6％） 

    ・立川競輪 平成４年度     1,172 億円（ピーク） 

          令和２年度      162億円（前年比 65.6％） 

 （２）入場者数 

    ・全  国 昭和４９年度    ４，６０３万人（ピーク） 

          令和２年度       １２５万人 １日平均 1,013人 

    ・立川競輪 昭和４９年度      １５２万人（ピーク） 

          令和２年度         ４万人 １日平均 1,955人 

 

３ 競輪場におけるギャンブル等依存症対策（京王閣競輪場・立川競輪場） 

京王閣競輪場・立川競輪場では、ギャンブル等依存症対策推進基本計画に従い、

ギャンブル依存症対策を行っています。 
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【実施例】 

① 掲示物よる周知・啓発 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※実際の掲示画像 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A.ポスター（サイズ：B１） B.貼り紙（サイズ：A4） 

C.ステッカー（サイズ：10cm×6.5cn） 
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② ホームページによる周知・啓発 

 ※ホームページ掲載画像 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 開催中の場内モニター及び場内放送による周知・啓発 

画像を場内モニターで放映し、周知・啓発を行っております。 

また、場内放送で周知・啓発を行っております。 

 

 ※実際の放映写真 
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④ 出走表による周知・啓発 

出走表の一部に以下のように記事を掲載し、周知・啓発を行っております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ ギャンブル依存症お問い合わせ窓口の設置 

ファン相談室に、ギャンブル依存症お問い合わせ窓口を設置し、対応を行っており

ます。 
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・お客様から相談があった場合は、話を聞き、必要に応じ公営ギャンブル依存症

カウンセリングセンターや、精神保健福祉センター等適切な支援につなげる。 

 

⑥ ギャンブル依存症相談件数・アクセス制限数等（全国競輪施行者協議会） 

毎月相談件数や申告件数を経産省に報告し、情報共有を図っている。 

 

令和２年度末現在 

発売チャンネル 相談件数 
アクセス制限 

自己申告 家族申告 

競輪場 ６ １ 0 

専用場外 ３ ２ 0 

電話・インターネット  ７０９ １２ 

合  計 ９ ７１２ １２ 

 

※ 令和４年度中には、全てのインターネット投票サイトにおいて、本人が購入限

度の設定をできるようにする。 
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